
12 年秋季リーグ 

第６週・10 月９日 

１勝０敗 

文
＝
服
部
萌
香 

写
真
＝
松
井
智
子
、
高
橋
伽
奈 

 

５
回
、
福
山
亮(

経
２)

の
中

前
安
打
か
ら
始
ま
り
中
谷
泰

周(

市
４)

が
右
前
適
時
打
で

先
制
す
る
と
、
な
お
も
続
く
２

死
満
塁
の
好
機
に
下
川
知
弥

(

営
２)

が
中
前
２
点
適
時
打

を
放
つ
。
さ
ら
に
続
く
打
者
・

白
崎
が
「
相
手
投
手
の
ボ
ー
ル

の
勢
い
を
利
用
し
て
打
て
」
と

い
う
監
督
の
助
言
通
り
放
っ

た
打
球
を
左
ス
タ
ン
ド
へ
運

ん
だ
。
４
番
の
待
望
の
一
発
は

３
点
本
塁
打
と
な
り
、
試
合
を

決
定
付
け
た
。 

 

井
口
は
５
回
、
自
ら
の
失

策
で
１
死
三
塁
の
危
機
を
招

く
が
そ
の
後
を
三
振
、
ゴ
ロ

に
仕
留
め
た
。
計
６
安
打
を

許
し
た
が
、
走
者
を
背
負
い

な
が
ら
も
落
ち
着
い
た
投
球

を
見
せ
た
。 

 

 

青学大 ０００ ０００ ０００ ０ 
駒  大 ０００ ０６０ ０００ ６ 

投
げ
て
は
先
発
・
井
口
拓
皓

(

経
４)

が
６
安
打
を
放
た
れ
な

が
ら
も
今
季
初
の
完
封
勝
利

を
挙
げ
た
。
打
線
は
５
回
、
白

崎
浩
之(

法
４)

の
３
点
本
塁
打

を
含
む
集
中
打
で
一
挙
６
得

点
を
奪
い
青
学
大
を
圧
倒
。
１

部
復
帰
後
、
初
の
勝
ち
点
３
を

目
指
す
。 

 

「
結
果
で
見
れ
ば
い
い
け
ど

球
の
質
的
に
は
い
ま
ひ
と
つ
」

と
自
身
で
は
納
得
の
い
く
球

は
投
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
振

り
返
っ
た
が
、
「
井
口
が
頑
張

っ
て
い
た
か
ら
完
封
さ
せ
て

や
り
た
か
っ
た
」
と
野
手
陣
の

好
プ
レ
ー
も
飛
び
出
し
零
封

で
し
っ
か
り
守
り
抜
い
た
。 

 

前
カ
ー
ド
で
１
部
残
留
を

確
定
さ
せ
、
優
勝
す
る
に
は
一

戦
も
落
と
せ
な
い
戦
い
が
続

く
。
そ
ん
な
中
、
11
年
春
以

来
勝
ち
点
を
取
れ
て
い
な
い

青
学
大
戦
で
先
勝
。「
下
が
無

く
な
っ
た
の
で
思
い
切
っ
て

で
き
て
い
る
。
ま
だ
上
が
あ

る
」
と
主
将
・
小
林
勇
登(

経

４)

は
上
位
争
い
に
意
気
込

む
。 

 

現
在
首
位
を
走
る
亜
大
の

優
勝
を
阻
止
す
る
た
め
に
は

勝
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
西
村
亮
監
督
も
「
う
ち
は

負
け
ら
れ
な
い
。
最
後
ま
で
緊

張
感
持
っ
て
戦
い
た
い
」
と
話

し
、
優
勝
へ
向
け
一
戦
一
戦
、

望
み
を
つ
な
い
で
い
く
。 

 

 

(７)中 谷 ４２１ 

(８)小 林 １００ 

(５)下 川 ４１２ 

(６)白 崎 ４１３ 

(９)江 越 ４００ 

(３)福 山 ４１０ 

３ 古 市 ０００ 

ＤＨ斎 藤 ２００ 

(２)戸 柱 ３１０ 

(４)砂 川 ２００ 

計 28６６ 

  

▽本塁打＝白崎 

  

回 打安責 

 ○井 口 ９ 36６０ 

☆ 

今週の一言：この時のためにやってきた。（白崎） 

【
右
】
打
撃
好
調
の
下
川 

【
左
】
今
季
本
塁
打
を
放
っ
た
白
崎 

一戦必勝！ 

【
上
段
左
】 

完
封
勝
利
を
挙
げ
た
エ
ー
ス
井
口 


